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だより
Ｎｏ．２９２　
議会広報委員会

議 会

　

平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
15
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

７
月
15
日

■
調
査
事
項

①
み
の
り
っ
ち
北
竜
の
運
営
状
況

に
つ
い
て

②
農
業
政
策
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

①
今
後
も
適
正
な
運
営
に
つ
と
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

②
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

８
月
３
日

■
調
査
事
項

①
建
設
工
事
の
施
工
状
況
に
つ
い

て②
ひ
ま
わ
り
の
里
の
開
花
状
況
に

つ
い
て

■
調
査
結
果

①
②
指
摘
事
項
な
し

承
認

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
，
１
１
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，
１
２

８
，
７
７
７
千
円
と
す
る
。

発
議

○
北
竜
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　

(

原
案
可
決)

選
挙

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

・
10
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
い
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
選
挙

を
行
い
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員

　
　

中
村 

尚
一 
氏 (
再)

　
　

高
橋 

康
詞 

氏 (
再)

　
　

石
橋 

裕
司 

氏 (

再)

　
　

渡
邊 

俊
成 

氏 (

再)

　

同
補
充
員

　
　

寺
垣 

和
子 

氏 (

再)

　
　

鵜
飼 

孝
志 

氏 (

再)

　
　

川
上 

英
樹 

氏(

再)

　
　

松
田  

力  

氏(

再)

同
意

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

・
9
月
30
日
任
期
満
了
の
た
め
任

命
に
同
意

　
　

竹
林 

信
幸 

氏 (

再)

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

・
10
月
31
日
任
期
満
了
の
た
め
任

命
に
同
意

　
　

渡
邊 

靖
範 

氏 (

再)

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

・
９
月
26
日
前
任
委
員
任
期
満
了

の
た
め
選
任
に
同
意

　
　

金
山 

智
徳 

氏 (

新)

原
案
可
決

○
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

○
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

○
北
空
知
学
校
給
食
組
合
の
解
散

に
つ
い
て

○
北
竜
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

○
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
２
８
，
２
３

９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，

２
５
７
，
０
１
６
千
円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
５
，
２
３
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
２
２
，

０
４
６
千
円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
，
８
１
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
５
７
，

７
５
２
千
円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
２
１
千
円
を
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追
加
し
、
総
額
を
１
３
３
，
３
２

１
千
円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

・
収
益
的
収
入
で
１
１
３
千
円
増

額
し
、
総
額
６
１
，
３
７
３
千
円

と
す
る
。

・
資
本
的
支
出
で
１
３
３
千
円
増

額
し
、
総
額
９
，
８
３
４
千
円
と

す
る
。

認
定

○
平
成
26
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
６
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
・
集
落
排

水
）
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
と
平

成
26
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
山
本

剛
嗣
委
員
長
）
を
設
置
し
て
、
そ

の
審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査

を
行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

　

５
名
の
議
員
か
ら
５
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
内
容

に
つ
い
て
は
、
11
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

「
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

中
央
要
望
」
参
加
報
告

　
　
　

参
加
議
員　

佐
光
・
北
島

　

去
る
８
月
５
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
、
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
主
催
に
よ
る
中
央
要
請
行
動

が
行
わ
れ
、
１
市
４
町
よ
り
秩
父

別
町
議
会
本
村
副
議
長
を
団
長
に

議
員
各
２
名
、
事
務
局
２
名
（
秩

父
別
町
・
北
竜
町
）
の
計
10
名
が

上
京
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
全
農
パ

ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
を

訪
問
し
、
き
た
そ

ら
ち
・
北
い
ぶ
き

両
農
協
産
の
米
の

評
価
・
動
向
及
び

米
の
海
外
輸
出
の

状
況
等
に
つ
い
て

の
報
告
を
受
け
た

後
、
懇
談
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

６
日
に
は
、
衆

議
院
議
員
渡
辺
孝

一
氏
の
事
務
所
を

起
点
に
道
内
選
出

議
員
８
名
に
「
農
業
振
興
及
び
農

業
農
村
の
整
備
」、「
地
域
医
療
の

確
保
と
自
治
体
病
院
等
の
経
営
健

全
化
支
援
」
を
主
題
と
し
た
要
望

書
を
提
出
、
午
後
か
ら
農
林
水
産

省
・
厚
生
労
働
省
の
各
担
当
職
員

よ
り
要
望
書
に
沿
っ
た
現
況
の
説

明
等
を
受
け
た
後
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
両
省
庁

へ
要
望
書
を
提
出
し
全
行
動
日
程

を
終
了
し
、
７
日
に
帰
省
し
ま
し

た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

北
島
）

議
会
道
内
政
務
調
査

　

８
月
に
胆
振
管
内
安
平
町
、
厚

真
町
、
壮
瞥
町
に
お
い
て
議
会
政

務
調
査
を
行
っ
た
。

■
安
平
町
・
厚
真
町

　

安
平
町
で
は
「
赤
い
ひ
ま
わ

り
」・「
白
い
ひ
ま
わ
り
」
の
導
入

経
過
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
菊
池
病
院
の
説
明
と
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

　

次
に
厚
真
町
で
は
、「
定
住
対

策
」
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
や

一
次
産
業
の
停
滞
に
よ
る
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
フ
（
大
い
な
る
田
園

の
町
）
で
の
暮
ら
し
方
と
位
置
付

け
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
・
定
住

を
促
進
し
、
推
進
体
制
と
し
て
平

成
18
年
に
移
住
希
望
者
の
質
問
・

要
望
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
と
い
う
も
の
を
設
置
し

た
。

　

ま
た
、
住
宅
販
売
促
進
策
（
厚

真
町
持
ち
家
住
宅
建
築
促
進
支
援

助
成
金
）
と
し
て
、
住
宅
新
築
者

に
対
し
１
５
０
万
～
２
０
０
万
円

の
助
成
金
が
交
付
さ
れ
、
子
育
て

支
援
住
宅
に
お
い
て
は
、
同
居
者

に
小
学
生
以
下
の
扶
養
家
族
が
１

名
以
上
い
る
こ
と
等
を
条
件
に
、

扶
養
す
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
１

人
に
つ
き
５
０
０
０
円
の
控
除
を

受
け
る
事
が
で
き
る
。

　

他
に
も
首
都
圏
の
方
を
対
象
に

町
単
独
で
一
元
的
に
（
移
住
定
住
、

就
農
支
援
、
観
光
、
ふ
る
さ
と
納

税
等
）
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
あ
つ
ま
町

ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て

い
る
。

　

厚
真
町
は
、
緑
豊
か
な
田
園
と

恵
ま
れ
た
交
通
ア
ク
セ
ス
を
活
か

し
、
定
住
と
子
育
て
対
策
に
並
々

な
ら
ぬ
姿
勢
が
窺
え
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

佐
光
）

厚真町にて

国会議事堂前で
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今
回
議
会
道
内
政
務
調
査
で
研

修
を
行
っ
た
壮
瞥
町
で
の
「
防
災

対
策
」
に
つ
い
て
着
目
し
た
い
。

北
竜
町
に
も
防
災
計
画
は
あ
る
が
、

壮
瞥
町
は
有
珠
山
噴
火
な
ど
に
対

す
る
防
災
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

住
民
へ
の
家
庭
内
備
蓄
促
進
や
災

害
時
に
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
体
制
強
化
に
努

め
る
姿
勢
は
見
習
う
と
こ
ろ
が
多

い
。

　

さ
ら
に
住
民
に
は
、
防
災
マ
ッ

プ
の
配
付
が
あ
り
、
平
常
時
と
避

難
時
の
心
得
や
災
害
時
の
優
先
的

持
ち
物
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
を
予
測
し
て
そ
の
時

に
使
用
す
る
防
災
電
話
の
施
設
を

庁
舎
よ
り
離
れ
た
所
に
設
置
し
て

い
る
な
ど
工
夫
が
様
々
で
あ
る
。

　

当
町
で
は
水
害
が
主
で
あ
る
が
、

竜
巻
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
当
町
で
は
今

年
、
全
戸
に
非
常
持
出
袋
が
配
付

さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
前
も
っ
て

議
員
コ
ラ
ム

非
常
時
の
準
備
を
し
て
お
い
て
は

良
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
万

が
一
の
た
め
に
、「
災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
」
も
覚
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

最
近
、
公
道
を
ふ
ら
ふ
ら
と
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
走
る
車

が
目
立
つ
。
実
際
体
験
し
た
の
が
、

交
差
点
で
私
が
右
折
、
相
手
が
直

進
す
る
方
だ
っ
た
の
だ
が
、
運
転

者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し

て
お
り
信
号
が
変
わ
っ
て
も
気
づ

か
ず
、
発
車
す
る
の
が
遅
か
っ
た

の
だ
。
運
転
中
の
携
帯
機
器
の
使

用
は
事
故
に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ

る
の
で
使
用
を
や
め
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
永　

毅
）

■
壮
瞥
町

　

壮
瞥
町
で
は
、
防
災
対
策
と
定

住
対
策
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
壮

瞥
町
は
人
口
２
８
０
０
人
程
度
で

歳
入
歳
出
額
も
北
竜
町
と
ほ
ぼ
同

じ
規
模
の
自
治
体
で
あ
り
、
今
尚

活
火
山
の
有
珠
山
を
抱
え
、
防
災

に
対
す
る
意
識
が
非
常
に
高
い
。

　

有
珠
山
は
有
史
以
来
９
回
の
噴

火
を
繰
り
返
し
、
20
世
紀
で
も
４

度
噴
火
し
て
い
る
。
町
で
は
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
噴
火
の
際
に
ど

こ
ま
で
噴
石
が
飛
ぶ
の
か
、
ど
こ

に
火
砕
流
が
発
生
す
る
の
か
、
ど

こ
ま
で
降
灰
す
る
か
詳
し
く
想
定

し
町
民
に
示
し
て
い
る
。
又
、
噴

火
時
の
避
難
体
制
も
日
頃
よ
り
町

民
参
加
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

防
災
に
対
す
る
意
識
は
非
常
に
高

い
と
感
じ
た
。

　

次
に
定
住
対
策
で
は
、「
子
育

て
応
援
住
宅
」
を
建
設
し
、
町
外

か
ら
の
子
育
て
世
代
の
移
住
を
促

進
し
て
い
る
。
平
成
26
年
は
６
戸

の
募
集
に
対
し
12
件
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
最
終
的
に
は
町
外
５
件

町
内
１
件
が
決
定
し
、
町
外
か
ら

５
戸
17
名
の
移
住
が
な
さ
れ
た
。

27
年
度
も
４
棟
を
建
設
し
、
８
戸

の
募
集
を
す
る
予
定
で
、
町
民
の

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
な
る

べ
く
町
外
か
ら
の
移
住
者
を
対
象

に
し
た
い
と
の
事
で
あ
る
。
住
宅

設
計
時
に
は
現
在
子
育
て
中
の
母

親
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
素
案
図
面
を
母
親
目
線
で

意
見
を
聞
き
、
詳
細
に
設
計
に
取

り
入
れ
ら
れ
非
常
に
工
夫
さ
れ
た

使
い
や
す
い
住
宅
と
な
っ
て
い
る
。

家
賃
も
通
常
の
公
営
住
宅
家
賃
で

は
な
く
、
子
供
の
人
数
で
減
額
さ

れ
る
独
自
の
家
賃
体
制
と
さ
れ
て

い
る
。
各
議
員
か
ら
沢
山
の
質
問
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
非
常
に
有
意

義
な
視
察
に
な
っ
た
。

　
　

（
広
報
特
別
委
員
会　

小
松
）壮瞥町にて


